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問題と目的
　幼児は幼稚園，保育園，こども園などの中で主体
的な遊びを通して多くのことを学んでいる。そのた
め幼児が遊ぶ幼稚園や保育園，こども園の園内環境
は幼児の学びを支えている場であることは間違いな
いだろう。幼稚園教育要領（文部科学省，2017）の
第 1 章総則　第 1 幼稚園教育の基本において「教師
は幼児と人や物との関わりが重要であることを踏ま
え，教材を工夫し，物的空間的環境を構成しなけれ
ばならない」ことが記されている。さらに第 3 教育
課程の役割と編成等においては「幼児の主体的な活
動を大切にしつつ，園庭や園舎などの環境の配慮や
指導の工夫を行う」こととされている。つまり，教
師は主体的に活動する幼児に対して，そのねらいに
応じて環境を構成することが求められている。教師
が環境を構成するためにも，そして幼児の活動を踏
まえた環境の配慮や指導の工夫を行うためにも，幼
児教育においては幼児が主体的な活動を行うに当た
り，幼児が活動する環境について教師がよく理解し
ておく必要がある。では，実際，幼児は園舎の中で
どのように活動を行っているのだろうか。
幼児の活動の動線
　仙田（1992）は子どもの動きについて，大勢で動
き回ったり，一人でじっとしていたりという子ども
の動きの多様性について述べており，そのどちらの
活動も保証されることが環境が持つべき条件をあげ
ている。無藤（1995b）もまた，子どもの「回遊」
に着目し，子どもが「ぐるぐる回るのを楽しみつつ，
やってみたいことがあれば，それを取り入れたり，
加わったりしている」と述べている。では，実際子
どもは活動の制限が少ない幼稚園の遊び場面におい
てどのように幼稚園の中を動いているのだろうか。
　保育を行う中で，教師が主体的に活動を行う幼児
一人一人の行動を追い続けることは難しい。このよ
うな中，幼児の動線についての研究は，建築学的な
立場から行われている研究（仙田，1992 など）や，
保育室など特定の施設の中に限られた環境と動線や
活動との関わりについての研究（福田・無藤・向山，
2000，小林，2002 など）は存在する。例えば，福田・
無藤・向山（2000）は，園舎内の様々な場における
群馬大学教育学部紀要　人文・社会科学編　第 68 巻　227―236 頁　2019 227
幼児の活動や動線を観察し，得られた結果に基づき
園舎の改善を行っている。観察にもとづき得られた
知見から園舎を改築した結果，幼児の動線や遊びの
様子が変化したことを示すことで，環境が幼児の活
動にもたらす影響の重要性について述べている。ま
た，小林（2002）は保育室で遊び込める空間を作る
ことで，短時間しか遊びが持続しなかった年中児が
その場に長く滞在するようになったことを示し，室
内環境が滞在時間を含めた幼児の動線に影響するこ
とを示している。
　一方で，園舎内や保育室内に制限せずに子どもが
園内を自由に活動する場面において，幼児の遊びの
動線が研究されたことはこれまであまりない。活動
空間を園庭に限ると，塩見・立石（2002）は園庭の
遊具の配置に関わる幼児の遊びや動線を検討してお
り，幼児の動線は少数の遊具に集中して遊ぶ動線と，
多くの遊具に関わる動線の大きく 2 種に分れること
が示されている。また，同研究（塩見・立石，
2002）では仙田（1992）や無藤（1995b）が示す通り，
幼児の活動の中には回遊型の動きが多く見られたこ
とも示されている。しかし，塩見・立石（2002）は，
教育・保育実習の行動観察記録をもとに分析された
ものであり，園庭環境が全く異なる複数園における
データであった。同じ園環境において複数の幼児の
動線を実際に記録することで，幼児の遊びにおける
動線の特徴を示すことができるのではないだろう
か。
園内の幼児の動線に影響する要因
　幼児の遊びの動線，さらにはその場の滞在時間に
は何が影響するのだろうか。もちろん，その場所に
何があるのかは子どもの活動に大きく影響するだろ
う。例えば加藤ら（2009）は幼稚園の園庭における
大型遊具の撤去，設置が幼児の遊びの内容に大きく
影響することを示しており，遊びが変わることで幼
児の動線，さらにはその場における滞在時間も大き
く変わることが予測される。また，先にあげた小林
（2002）も室内の環境構成を変えることで幼児の遊
びの動線が変化したことを示している。
　では，園庭や保育室など，場所という意味でも環
境が大きく変わらない中では幼児の活動の動線に影
響する要因はあるのだろうか。無藤（1995a）は発
達により場所との関わり方が変化すると述べており，
さらに，福田・無藤・向山（2000）は環境の使い方
に年齢と在園期間による発達差がある可能性を示唆
している。つまり，園の中で過ごす幼児自身が変化
することで，幼児のその場所との関わり方が変化し，
環境が変わらずとも活動の動線やそこでの滞在時間
等は変化することとなる。しかし，幼児の発達によ
る活動動線の変化については実証的な研究が行われ
ていない。
　そこで，本研究では幼児の活動の動線，滞在時間
への発達の影響を検討する。具体的には，幼稚園で
保育室・テラス・園庭を自由に行き来して活動する
幼児の動線を夏・秋の 2 つの時期に調査し，そこか
らわかる時期による幼児の活動の違いを主に移動と
滞在時間の観点から検討することで，その時期にお
ける幼児の活動の特徴を示す。幼児の遊びにおける
活動動線の時期による変化の傾向を知ることは，教
師が保育の環境を構成していく上でも重要な指標と
なると考える。
方　　法
調査時期　2017 年夏（6-7 月），秋（11-12 月）
調査対象児　X 幼稚園に通う年中児 12 名（男女各
6 名）
調査園園舎　調査園の園舎は図 1 の通りである。な
お，この園舎は 2018 年に取り壊され，新園舎に建
て替えられた。
調査園の特徴　自由保育主体の調査園では幼児は登
園後すぐに各々朝の支度をし，その後はお昼ご飯，
またはお弁当やおやつの時間になるまでおもいおも
いに活動する。活動場所については特に規定はなく，
保育室内・園庭などは幼児が自身の遊びたい遊びに
応じて自由に決めている（園庭の東側には年中児だ
けでは入らない約束がある）。夏に実施しているプー
ルについても，プールに入るかどうかは幼児の意思
に任されている。ただし，日によってはクラスでの
活動（誕生会など）がこの時間の中に組み込まれて
大　島　みずき・山　田　恵　美228
いることがある。
調査手順　登園から最大 90 分間（min77 分），自由
に遊ぶ場面を中心に対象児の活動を動画撮影した。
動画撮影の際は，調査対象児の遊びの妨げにならな
いように，少し離れた場所から撮影を行った。
倫理的配慮　本調査を行うにあたり，事前に文章，
および口頭で調査の目的・映像の使用方法・管理方
法を調査園の園長・副園長およびクラス担任に説明
し，調査の許可を得た。また，対象となる幼児が撮
影されることを拒否した場合（口頭，または逃げる
など），撮影を直ちに中止することを事前に園と確
認した。
結果と考察
分析方法
　得られた映像をもとに各調査対象児について 1 分
毎にその時にいた場所を記録し，園全体の地図（図
1）上にプロットした（図 2－9）。ある記録場所か
ら次の記録時に移動していた場合を 1 単位，次の記
録時も同じ場所にとどまり，さらにその次の記録時
点で移動していた場合を 2 単位と考え，ある場所に
連続して滞在した単位数をまとまりの滞在時間単位
としてその出現数を幼児ごとに算出した。
記録時間全体の滞在時間単位の平均出現数，および
長時間の滞在時間について
　記録した時間全体における滞在時間単位の平均出
現数の違いを夏と秋で比較するために滞在時間単位
ごと（1 単位，2 単位，3－5 単位，5 単位以上）に
t 検定を行った（表 1）1。その結果，いずれの滞在
時間単位においても時期による有意な差は見られな
かった。
表１　全体の滞在時間単位の時期別出現数
1 単位 2 単位 3-5 単位 5 単位以上
7 月
35.50
（10.02）
5.92
（2.84）
3.42
（2.07）
2.17
（.83）
11 月
30.17
（12.12）
5.08
（2.71）
4.25
（2.18）
2.50
（1.09）
t 検定 t（22）＝1.18，n.s.
t（22）＝ .74，
n.s.
t（22）＝.96，
n.s.
t（22）＝.84，
n.s.
（　）内は SD
図１　調査園の園舎・園庭図
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　記録全体の中で 15 単位以上同じ場所にとどまる
活動の出現数については夏・秋共に 6 場面あり，そ
の出現数に差は見られなかった。しかし，その長さ
については時期による有意な差が見られ，秋の方が
夏よりも長いことが示された（夏 21.83 単位（SD＝
5.78）,秋 34.33 単位（SD＝12.42）,t（10）＝2.24，p＜.05）。
さらに夏における滞在時間数が長い活動はそのほと
んどがプール活動に関わるものであった。秋につい
てはおもいおもいに遊ぶ中で一つの場に滞在してい
る長さが長かった。
登園直後から遊び始めまでの滞在時間単位の平均出
現数
　記録した時間のうち園児が登園してから朝の支度
（タオルを出す，お弁当を所定の場所に置く，カバ
ンをかけるなど）が終わる頃までの時間である登園
後 5 分間の間の活動について滞在時間単位の出現数
について夏と秋の比較を滞在時間単位ごと（1 単位，
2 単位，3 単位以上）に行った（表 2）。その結果，
いずれの単位数についてもその出現回数に有意な差
は見られなかった。
　5 分間の中では 1 単位の活動が圧倒的に多いこと
から，夏，秋を通して登園直後の幼児が 1 箇所にと
どまらずに朝の支度をスムーズに行っている様子が
伺えた。
遊び始めるまでの滞在時間単位の平均出現数
　遊び始めである登園 5－20 分の間について，その
活動の滞在時間単位の出現数を滞在時間単位ごと
（1 単位，2 単位，3－5 単位，5 単位以上）に夏と秋
の比較を行った（表 3）。その結果，夏は秋よりも 2
単位の活動が多く，秋は夏よりも 5 単位以上の活動
が多いことが示された。
　夏において 2 単位の活動が多く，秋では 5 単位上
の活動が多いことから，夏は秋に比べ遊び始めるま
でに時間がかかる様子が伺えた。2 単位の活動は約
1 分以上 3 分未満その場所に滞在している活動であ
る。1 単位の活動の数も考慮に入れると，夏の幼児
はこの 15 分間，あまり一つの場所に長い時間とど
まることがない様子が伺える。一方で 5 単位以上の
活動は最低 4 分以上その場にとどまる活動であり，
幼児が選択してその場にいる活動であることが考え
られ，秋になると，遊び始めの 15 分間ですでに自
分の遊びたいものやこと，居場所を見つけ，活動を
始めている様子がうかがえた。
　例えば，夏の図 2 における 5－20 分前後の動線を
見てみると，対象児は自身の荷物の支度が終わった
後，テラスと保育室内，そして入り口付近を何度か
行き来したのち，外に出て行き，短い時間で大型遊
具を転々としている様子が示されている。最初に保
育室，テラスを行き来しているとき，対象児は外に
行くための帽子を手に持ったり，再び片付けたりし
表２　登園直後（開始―5 分）の滞在時間単位の時期別出現数
1 単位 2 単位 3 単位以上
7 月 3.00（1.41） .50（.52） .33（.49）
11 月 3.58（1.44） .58（.79） .17（.39）
t 検定 t（22）＝1.00，n.s. t（19.3）＝.30，n.s. t（20.48）=1.34，n.s.
（  ）内は SD
表３　遊び始め（5―20 分）の滞在時間単位の時期別出現数
1 単位 2 単位 3-5 単位 5 単位以上
7 月 7.08（4.56） 1.75（1.14） .92（.90） 2.17（.83）
11 月 5.25（3.93） .67（.89） .67（.89） 2.50（1.09）
t 検定 t（22）＝1.05，n.s. t（22）＝2.60，p＜.05 t（22）＝.69，n.s. t（22）＝1.97，p＜.10
（　）内は SD
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図３　夏の動線例 2
図２　夏の動線例 1
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図５　夏の動線例 4
図４　夏の動線例 3
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がら，様々なものに興味を示し，その都度立ち止ま
り，友だちと目的もなく走り周っている様子が見ら
れた。園庭に出てからも友だち 2 名と共に最初はブ
ランコに乗り，少し漕いだ後滑り台に移り，一度滑
り終わったのちに登り棒に移動し，またすぐに次に
移動していた。
　一方で，秋の図 6 における 5－20 分前後の動線で
は，対象児は朝の支度後，すぐに製作コーナーでま
ず，製作を楽しんだ後すぐに外に移動している。少
し移動した後，大型遊具（滑り台）で長い時間を過
ごしていることから，遊びたいことが早く固まった
様子が見て取れる。
幼児の遊びの動線からの検討
夏の動線　夏の戸外の動線については，園庭を大き
く移動する動線と，直線的な活動の動線が見られた。
園庭全体を使って移動している幼児（図 2）はそれ
ぞれの箇所の滞在時間が短く，何をして遊ぶかを探
しているような動線となっている。一方で，一つの
場所を決めて遊んでいる幼児についてはその場所と
保育室の行き来が動線の中心となっていた（図 3，
4）。
　夏の保育室内の動線については活動範囲が狭く，
幼児が自身のクラスの保育室からはほとんど出てい
ないという特徴が見られた（図 5）。同様の傾向は
比較的長い時間を室内で過ごしている図 3, 4 でも見
られている。特に図 4, 5 では，保育室内でも幼児は
あまり長い時間一つの場所に滞在せず，保育室の目
の前の廊下やテラスを含めた場所を行き来してい
た。
　例えば，図 3 の幼児は登園後，朝の支度が終わる
とテラスや廊下を一回りし，マントを巻き，保育室
のすみでポーズをとり，ままごとをしている友だち
に話しかけ，絵本を一人で読み，友だちと広告用紙
で剣を作り，その後，保育室を走り回りながら戦い
ごっこをしていた。この間，様々な友だちと関わり，
また，様々な遊びに気がついてはその場でじっとそ
の様子を見つめる様子が見られた。このほとんどの
活動が自身のクラスの保育室内を長時間同じ場に滞
在することなく，細かく移動しながら行われていた。
園庭に出てからも，しばらくは大型遊具（滑り台）
付近を中心に細かく移動していた。この幼児はあま
り長く外に滞在することなく，室内に戻っている。
秋の動線　秋の戸外の動線については，長く滞在す
る場と移動の範囲が大きい動線が多く見られた（図
6，7）。広範囲での活動では特定の場所を拠点とし，
園内の様々な場所を行き来していた。
　例えば，図 6 では園庭での活動が大型遊具（最初
は大型滑り台，次に登り棒）を中心に展開されてい
る。また図 7 ではその活動の中心となっている場所
は砂場の前のテーブルであり，この幼児は 30 分以
上この場を中心とした活動（砂での料理作り）に取
り組んでいた。
　また秋の保育室内の動線においては特に長時間同
じ場所にとどまり活動を続ける様子も見られた（図
8）。さらに室内活動の範囲が保育室を飛び出してい
る動線も見られた（図 9）。
　例えば，図 9 の幼児は登園後，友だちを待ちなが
ら少し保育室内やテラスを行き来し，その後登園し
た友だちと共にごっこ遊びを始めた。その範囲は
徐々に広がり，隣の保育室，その隣の職員室の前の
廊下，遊戯室前のテラスをぐるりと回り，その後は
足りなくなった道具を作りに保育室に戻り，長時間
の製作（カバン）に取り掛かった。カバンが完成す
るとごっこ遊びは再開し，再び園内を広く使った移
動が展開されている。この時，遊戯室では年長児が
集まって活動をしており，その様子を立ち止まって
はなんども覗く様子が見られた。
ま と め
　幼稚園の屋内外の空間で，幼児はどのように移動
や滞在をしながら活動しているのか，夏と秋という
二つの時期の違いに着目して検討してきた。
　夏は全体的に保育室内の滞在が多く，園庭で遊び
始めても特定の場所と保育室とを行き来をするなど，
保育室がより所となっているようだった。園庭を広
く使っているように見える幼児でも，やりたい遊び
を探すような短い滞在が多く見られ，特定の遊びや
場所を選択して拠点を作るには至っていない。また，
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図６　秋の動線例 1
図７　秋の動線例 2
大　島　みずき・山　田　恵　美234
図８　秋の動線例 3
図９　秋の動線例 4
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遊び始めの時間帯には特に，長時間を過ごす保育室
内でも比較的短時間で移動しており，やりたいこと
を見つけて遊びこむのには時間がかかっていた。活
動全体を見ても，夏の時期には長く同じ場所にとど
まっている活動はプールがほとんどだった。この時
期にはまだより所としての保育室から少しずつ活動
範囲を広げていこうとしていると考えられ，どのよ
うな楽しい遊びや場所があるのかを探っている段階
といえるだろう。
　秋になると，保育室をより所としなくても遊びの
拠点を自分達で見つけられていた。自分達で選んだ
拠点ができることで，園内のより様々な場所へ探索
に出かけ，活動範囲としての認識を広げていくこと
につながる。また，戸外に拠点をもつことで，より
自分達の外遊びに没頭することができるようになる
とも考えられる。それは室内についても同様で，30
分に及ぶ長い時間を一つの場所で過ごしながら活動
する様子からは，やりたいことに没頭していること
がうかがえた。また，自分の保育室前の廊下以外も
少しずつ屋内での活動範囲に含めている様子も見ら
れた。
　春に新しい保育室や新しい仲間関係といった環境
の変化があった中で，そうした環境に慣れつつ保育
室をより所としながら様々な遊びを探していた夏の
時期に比べ，秋の時期には園内の世界を広げ，保育
室外の拠点や仲間を見つけてスムーズに遊び始める
ことができるようになっている様子が見られた。こ
うした変化を考えると，春から夏には，まずは自分
の保育室という安心感が持てるような室内環境を整
えることが求められるであろう。また，保育者や仲
間との関係ができてくる夏から秋には，遊びの拠点
や居場所となり得る遊具が十分に用意されているこ
とが大切になってくるといえる。大型遊具には，そ
れ自体に挑戦する遊びが生起しやすいものと，その
遊具を拠点とする遊びが生起しやすいものがあり，
また，ある程度使いこなすことで前者が後者のよう
な遊びの拠点ともなり得る。こうしたことを踏まえ，
保育室との位置関係などにも考慮して遊具を配置し，
環境を構成していくことの重要性を再確認できた。
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